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 さくらだより さくらだよりご自由にお持ち帰りください

日本医療機能評価機構認定

さくら病院の理念

愛の心と確かな医療技術を以って社会に奉仕する。Vol.36Vol.36
地域の病院・診療所と連携をとるために医療連携室を設けております。
患者様の病気や症状に応じ、“診療所と病院”、“病院と病院”、“病院・診療所と特定機能病院”が
連携を密にし、患者様へ適切な治療を行えるよう、検査・入院体制を整備しています。

「医療連携室」「医療相談室」のご案内

■さくら病院では、セカンドオピニオンのご相談にも
　応じています。まずは、お電話でお問合わせください。

病診・病病連携のご案内【　　　　　　　　　　　】

〒814-0142　福岡市城南区片江4丁目16-15
TEL092-864-1212　FAX092-865-4570
ホームページ：http://www.sakurahp.or.jp/(７月５日ホームページを更新いたしました)

外  来  診  察  表

さくら病院では「医療連携室」と「医療相談室」を２つの柱として相談窓口業務を行っています。
どうぞお気軽にご相談ください。
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バス停

■地下鉄七隈線
（福大前下車、1番出口より徒歩10分）
■バス（西鉄バス西片江1丁目バス停下車）
　西鉄バス系統番号
　（天神方面より）　12,13,14,61,114,140番
　（西新・飯倉方面より）　95番
　（博多駅方面より）　12,13,16,18,64,114,140番
　（桧原・片江方面より）　６，12,13,14,16,18,61
　　　　　　　　　　64,95番

■車（病院裏手に専用駐車場があります。）
　天神より約30分・堤ICより約５分

病院までの交通アクセス　

平
成
と
い
う
時
代
が
訪
れ
て
22
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。さ
く
ら
病
院
は
以
前「
江
頭
病
院
」と
呼
ば
れ

て
お
り
、昭
和
時
代
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
30
年
近
く
の

間
、雨
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
時
代
の
波
を
乗
り
越

え
凛
と
し
た
姿
で
地
域
に
大
き
な
根
を
広
げ
て
い
ま
す
。

又
、同
時
に
沢
山
の
患
者
様
や
ご
家
族
、私
た
ち
職
員
の

人
生
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
モ
ダ
ン

な
造
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
老
朽
化
か
ら
建
て
替
え
さ
れ

る
病
院
も
増
え
て
き
て
お
り
、建
物
の
構
造
面
・
利
便
性

の
点
で
ご
不
自
由
を
お
か
け
致
し
て
お
り
ま
す
が
、看

護
対
応
の
面
で
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
来
で
は
様
々
な
健
康
診
断
を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

通
常
の
外
来
業
務
と
並
行
し
て
健
康
診
断
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で「
体
制
が
な
っ
て
い
な
い
。」と
の
叱
責

を
頂
戴
す
る
こ
と
も
有
り
、ご
指
摘
事
項
の
改
善
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

反
面「
こ
こ
の
看
護
師
さ
ん
は
親
切
だ
か
ら
、職
場
の

人
に
健
康
診
断
は
さ
く
ら
病
院
で
受
け
る
よ
う
に
言
っ

と
い
た
よ
。」と
仲
間
を
連
れ
て
来
て
下
さ
っ
た
方
も
い

ま
す
。さ
く
ら
病
院
を「
こ
こ
は
ま
る
で
京
都
の
よ
う
だ
。」

と
言
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。外
見
は
古
い
け
れ
ど
、中
身

は
綺
麗
に
整
え
て
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。長
年
通
っ

て
来
て
下
さ
る
患
者
様
の
温
か
い
声
が
私
た
ち
職
員
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
心

強
い
味
方
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、一
期
一
会
の
精
神
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
誇
り
を
持
っ
て
病
院
の
歴
史
を
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早田
内科消化器科（肝臓）

田中
内科/胃腸科

「医療連携室」
　患者様へ適切な医療の提供が行えるよう、地域の診療所や病院、
　在宅サービス事業所等との連携に努めています。
「医療相談室」
　退院後の生活に対する不安、福祉や介護サービスについて、経済的な問題、
　入院相談等についての相談を承っています。お気軽にお声をおかけ下さい。
医療連携・相談室　TEL　092-864-1212　FAX　092-865-4570
担当者　　医療連携室長　楠原　浩之　
　　　　　室長　　　　　南里　幸嗣
　　　　　医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ　小川　美和
　　　　　　　　　　　　松山　章子

相談受付　
　平　日　午前9:00～午後5:00
　土曜日　午前9:00～午後12:30

外来師長

中野　真弓

1内科   092-872-5611
2内科   092-872-5612
3内科   092-872-5613ユニット   092-872-5615

E-mail:info@sakurahp.or.jp 事務所  092-801-7386

直通TEL

西片江1丁目西片江1丁目



５月１２日、さくらユニットでは、植物園に行くイベントがありました(#^.^#)

15分ほどかけて車で移動し、植物園に着くと、きれいな緑が広がっていました。

奥に進むにつれて、きれいな花たちが迎えてくれ、

温室では、おおきなサボテンや、小さな池には、亀が出迎えてくれました。

その中で、お茶を飲み、お菓子を食べながらみんなで話をしました。

そして、きれいな花と一緒に、いろんな場所で写真撮影をして楽しみました。

ちょっと、日差しが強かったですが、ご家族や患者さまから、

「楽しかったね」「気持ちよかったね」と笑顔で言ってもらえたのがなによりです。

「ビールを飲みたい気分やね」とも話され、花を見ながらのビールも、

また、よかったのかもしれませんね。

みんなで楽しいひと時がもてたことが、とても思い出に残ってます(^_^)/
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外
科
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リ
ハ
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シ
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科
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消
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麻
酔
科
・
ス
ポ
ー
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外
来

に
し
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
開
放
型
病
院
登
録
医
療
機
関
ご
紹
介
●

　

皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。２
０
１
０
年

４
月
１
日
に
、城
南
区
別
府
で
開
業
し

ま
し
た
西
野
と
申
し
ま
す
。
40
年
以
上
、

地
域
の
小
児
科
医
療
に
貢
献
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
宮
脇
小
児
科
医
院
閉
院
後
、

そ
の
診
療
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
開

業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
院
は
、無
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す

の
で
、急
に
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
患

者
様
や
、詳
し
い
検
査
や
治
療
が
必
要

な
患
者
様
を
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、江
頭
院
長
先
生
は
じ
め
、さ
く

ら
病
院
の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
、住
民
の
方
々
に
気
軽
に
体
の
こ
と

を
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
開
業
い
た
し
ま
し

た
。風
邪
や
腹
痛
、首
・
肩
・
腰
・
膝
の
痛
み
、

切
り
傷
、捻
挫
・
骨
折
な
ど
一
般
的
な
疾

患
は
広
く
診
療
い
た
し
ま
す
。　

検
診

や
予
防
接
種
、往
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
診
療
し
た
上
で
、更
に
精
密

な
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、患

者
様
と
相
談
の
上
、さ
く
ら
病
院
を
は

じ
め
各
医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
患
者

様
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、高
校
・
大
学
・
社
会
人
と
ラ

グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
た
た
め
、ス
ポ
ー
ツ

を
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
の
怪
我
の
予
防

や
治
療
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。開
業
し
て
日
が
浅
く
、今
後
も
さ
く

ら
病
院
の
皆
様
に
、色
々
と
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福岡市城南区別府4－1－25
（あさひ幼稚園の向かい。宮脇小児科医院あと。）

TEL 092-834-5898
http://www.nisｈino-c.com

〒814－0104

新任のごあいさつ

　2010年4月より、さくら病院
に勤めさせていただいています
大門裕貴（オオカドユウキ）です。
2009年の4月に福岡大学筑紫
病院消化器科に入局したばかり
の医師4年目の若輩者です。去年
１年間は筑紫病院の消化器科と
して勤務しており、消化器以外

の疾患を見る機会が少なく、今年4月より脳卒中や肺炎
や心筋梗塞など消化器科以外のあらゆる全身疾患を、勉
強しながら経験させていただき日々新しい発見の中、楽
しく仕事をしております。去年1年間と比べると持ち入
院患者数も２～３倍にふえ、検査・外来・訪問診療と並行
して急性期の病棟業務を行い、バタバタしていますが毎
日が楽しく充実した日々を送っております。
　入院中の患者さんには、僕の名前大門はオオカドには
読めないらしく、ダイモン先生と呼ばれています。とく
におばあちゃんに人気です。忙しい中にも患者さんとの
ふれあいを第一に考えながら診療しております。
　まだまだ未熟者と言うにもおこがましいほどの未熟
者ですが、さくら病院の医療向上につながるよう誠心誠
意、全力で頑張っていきたいと思いますのでどうぞよろ
しくお願いします。

　4月よりさくら病院にやっ
てまいりました、宮崎正史と
申します。よろしくお願い致
します。九州大学病態機能内
科学に所属しており、内科、
特に胃腸科を専門としてい
ます。
� 日本では、胃癌になる人が

他の国に比べ非常に多いのですが、最近は早期に
発見される人が増え、胃癌で亡くなる人は徐々に
減っています。これは胃のバリウムでの検査や内
視鏡による検査を受けられる方が多くなったため
と考えられています。
� 一方大腸の場合は、大腸癌になる人が年々増え
てきており、大腸癌で亡くなる方も増加しています。
大腸癌の場合、大腸のバリウムの検査、内視鏡の検
査を受ける方がまだまだ少ないため、進行癌で見
つかっている方が多いためではないかと言われて
います。
� さくら病院では私は、検査も行わせていただい
ています。通常の診療に加え、胃腸の病気で亡くな
る方が１人でも少なくなるよう、予防事業にも貢
献できたらと考えています。

　６月１日より、さくら病院に
お世話になっております。専門
はリハビリテーション医学と整
形外科です。昭和４５年、鹿児
島大学卒業後、九州大学整形
外科入局し、昭和４９年より平
成２０年３月まで福岡大学病
院に勤務いたしました。この間

に福岡市医師会理事会で江頭啓介先生と御一緒させ
ていただいたことがあります。さくら病院は内科系疾
患を中心とした病院ですが骨関節疾患（腰痛や膝痛
など）を合併した方や、廃用性疾患でリハビリを必要
とされる患者さんが多くみられます。主治医やリハビ
リスタッフと連絡をとりながら自分の専門知識をい
かして少しでもお役にたてればと願っています。よろ
しくお願いいたします。
　趣味は野球、ゴルフ、山登り、ウォーキング、野菜作
りと体を動かすことばかりです。芸術的なことや脳
を使う趣味も始めねばと思っています。

　６月１日よりお世話になって
いる知念と申します。沖縄県出
身ですが福岡市に住んで20年
以上になります。以前の勤務地
が福岡県筑後地区で単身赴任
でしたので、さくら病院に勤務
でき家族も喜んでいます。専
門は一応消化器内科ですが内

科一般も担当しています。
　また当院は日本消化器内視鏡学会指導施設であり、
専門医を取得したいと思っていますのでご指導よろ
しくお願いします。趣味は学生時代と卒後しばらくは
弓道をしていましたが、現在はドライブやウォーキン
グにて四季折々の草花を見る程度です。さくら病院は
内科救急医療から慢性期疾患・リハビリテーション・
緩和ケア・在宅医療まで、連続性のある幅の広い医療
を展開していますので、研鑽を積み重ね地域の皆様
方のお役に立てるよう頑張りたいと思います。よろし
くお願いします。

新任のごあいさつ

岩　 　 雄

大 門 裕 貴 宮 崎 正 史宮 崎 正 史

知 念 正 明知 念 正 明

院外イベント院外イベント
５月１２日、さくらユニットでは、植物園に行くイベントがありました(#^.^#)

15分ほどかけて車で移動し、植物園に着くと、きれいな緑が広がっていました。

奥に進むにつれて、きれいな花たちが迎えてくれ、

温室では、おおきなサボテンや、小さな池には、亀が出迎えてくれました。

その中で、お茶を飲み、お菓子を食べながらみんなで話をしました。

そして、きれいな花と一緒に、いろんな場所で写真撮影をして楽しみました。

ちょっと、日差しが強かったですが、ご家族や患者さまから、

「楽しかったね」「気持ちよかったね」と笑顔で言ってもらえたのがなによりです。

「ビールを飲みたい気分やね」とも話され、花を見ながらのビールも、

また、よかったのかもしれませんね。

みんなで楽しいひと時がもてたことが、とても思い出に残ってます(^_^)/

気持ちがいい

ですね（^。̂)

バラが咲いて
ました～
(#^.^#)

外で飲むお茶も
おいしいね☆

さくらユニット

院長 西野　雅博 先生



を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
多
く
の
実
習
生

毎
年
多
く
の
実
習
生

毎
年
多
く
の
実
習
生

福岡大学医学部M3院外研修の風景
左から院長・（研修生）西尾禎紘さん・園田紘子さん・吉瀬師長

平成22年の実習・研修受け入れ一覧平成22年の実習・研修受け入れ一覧

平
成
１８
年
か
ら
平
成
１９
年
に
か
け
て
、

中
小
病
院
で
は
深
刻
な
看
護
師
不
足
が

お
こ
り
ま
し
た
。
平
成
１８
年
４
月
の
診

療
報
酬
改
定
で
導
入
さ
れ
た
、
７
対
１

看
護
体
制
の
影
響
で
し
た
。

日
本
は
今
後
１０
年
以
上
、
若
年
労
働

者
数
が
減
り
続
け
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
病
院
は
、
労
働
集
約
的
産
業
で
す
。

こ
の
ま
ま
若
い
人
た
ち
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
医
療
業
界

は
、
ど
う
な
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。

あ
の
看
護
師
不
足
の
事
態
が
全
部
の
職

種
で
常
態
化
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
と

怖
い
気
が
し
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
職
員
に
と
っ
て
実
習

生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
「
自
分
た

ち
が
行
っ
て
い
る
業
務
の
説
明
を
す
る

こ
と
、
教
え
る
こ
と
で
日
ご
ろ
気
に
せ

ず
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に
チ
ェ
ッ
ク
の

目
を
向
け
て
、
そ
の
意
味
を
再
確
認
で

き
る
」
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
昔
か

ら
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
「
教
え
る
こ

と
は
、
も
っ
と
も
学
ぶ
こ
と
」
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

さ
く
ら
病
院
で
は
、
他
の
医
療
機
関

と
同
様
に
「
医
療
に
携
わ
る
事
の
誇
り

や
や
り
が
い
」
を
後
輩
達
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
た
ち
に
は
、
実

習
を
通
し
て
さ
く
ら
病
院

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、

将
来
、
是
非
、
さ
く
ら
病

院
で
一
緒
に
働
く
仲
間
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

福岡市医師会看護学校高等課程
准看護師科実習

九州リハビリテーション大学校
理学療法科長期実習

渕上医療福祉専門学校２年生実習

中村学園大学臨床栄養実習

九州リハビリテーション大学校
理学療法科長期実習

九州大学病院卒後臨床研修

福岡大学 薬学部5年生 長期実習

福岡医療秘書福祉専門学校

福岡医療専門学校
理学療法士臨床実習

日本赤十字九州国際看護大学
総合看護学実習

福岡大学医学部Ｍ３院外研修

久留米大学認定看護師実習

福岡大学病院医学部
看護学科総合実習

片江中学校社会人体験学習

看護部

リハビリテーション科

診療情報管理課

栄養科

リハビリテーション科

医局

薬局

医事課

リハビリテーション科

看護部

医局

看護部

看護部

看護部

H22.1.12～3.5、
H22.5.24～12.10

Ｈ22.1.18～3.27

Ｈ22.2.8～3.5

Ｈ22.2.15～2.26

Ｈ22.4.19～6.25

Ｈ22.5.6～6.6、8.2～9.5、
10.4～10.31

Ｈ22.5.17～7.30、
Ｈ22.9.6～11.19

Ｈ22.6.14～7.9

Ｈ22.6.21～6.24

H22.7.1～7.8

H22.7.5～7.6

H22.9.6～10.8、
H22.10.4～10.8

H22.7.12～7.14

H22.9.14～9.15

６名

１名

１名

２名

１名

３名

２名

１名

１名

２名

２名

２名

２名

３名

実 習 元 学 校 受入部署 日　程 人　数
さ
く
ら
病
院
で
は
、

梅
雨
の
時
期
、
雨
に
洗
わ
れ
て
あ

じ
さ
い
の
色
が
鮮
や
か
な
季
節
の
な

か
で
、
第
12
回
と
な
り
ま
す「
さ
く

ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
、
平
成
22
年
6

月
18
日（
金
）に
タ
カ
ク
ラ
ホ
テ
ル
福

岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
、

病
診
連
携
で
各
診
療
所
・
病
院
の
先

生
方
に
大
変
ご
指
導
・
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
も

開
催
の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢

の
先
生
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
さ
く
ら
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的

は
、
連
携
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

開
放
型
病
院
登
録
医
の
先
生
方
へ
、

さ
く
ら
病
院
の
活
動
報
告
を
お
こ
な

う
と
と
も
に
、
病
診
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
の
情
報
交
換
の
場
に

で
き
れ
ば
と
考
え
て
、
開
催
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
福

岡
大
学
病
院
の
石
倉
宏
恭
教
授
を
お

招
き
い
た
し
ま
し
て「
救
命
救
急
医

学
講
座
」の
ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

ま
た
懇
親
会
で
は
、
多
職
種
の

方
が
集
ま
り
い
ろ
ん
な
情
報
交
換

が
で
き
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。今
後
は
、
医
療
機
関
の
選

別
が
進
む
中
で
診
療
所
・
病
院
と

そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
担
う
機
能
を

明
ら
か
に
し
つ
つ
地
域
で
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
地
域
住
民
の
方
に
安
心

し
た
医
療
・
介
護
を
提
供
で
き
る

様
に
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
「
顔
の

み
え
る
連
携
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
開

催
に
多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

を

開
催

を

開
催

平
成
22
年
度



七

夕

祭

七

夕

祭

　

さ
く
ら
病
院
保
育
所
で
は
、
７
月
が
近
づ
く
と
保
育

所
中
が
七
夕
飾
り
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
玄
関
の

壁
や
保
育
室
の
壁
、
天
井
に
お
り
姫
と
ひ
こ
星
や
笹
飾

り
が
沢
山
あ
ふ
れ
ま
す
。
大
き
な
笹
に
は
、
子
ど
も
達

一
人
一
人
の
願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
飾
り
ま
す
。
子

ど
も
達
は
毎
年
七
夕
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
大
き
な

笹
を
見
る
と
「
七
夕
だ
」「
ぼ
く
の
短
冊
ど
れ
？
」「
わ

た
し
の
短
冊
ど
れ
？
」
と
大
興
奮
で
保
育
士
達
に
話
し

か
け
て
き
ま
す
。
七
夕
の
絵
本
を
読
ん
だ
り
、
七
夕
の

歌
を
歌
っ
た
り
と
、
と
て
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま

す
。「
お
り
姫
様
と
ひ
こ
星
様
は
七
夕
の
日
に
会
え
る

ん
だ
よ
」
と
子
ど
も
同
士
で
話
し
て
い
る
の
を
聞
く
と

心
温
ま
る
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
七
夕
の
夜
は
、ぜ
ひ

子
ど
も
達
と
一
緒
に
夜
空

を
見
上
げ
て
、
親
子
の
会

話
を
楽
し

ん
で
ほ
し

い
と
思
い

ま
す
。

七

夕

祭

七

夕

祭

　

平
成
22
年
４
月
、Ｃ
Ｔ
装
置
を
Ｓ
Ｄ
Ｃ
Ｔ（
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｔ
）か
ら

16
列
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｔ（
マ
ル
チ
Ｃ
Ｔ
）に
更
新
し
ま
し
た
。名
前
通
り
、以
前

の
機
種
は
１
回
転
の
ス
キ
ャ
ン
で
１
枚
の
断
層
画
像
し
か
撮
影
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
機
種
は
最
高
16
枚
の
画
像
を
撮
影
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。更
に
ス
キ
ャ
ン
回
転
速
度
も
上
が
っ
た
た
め
、１
分
以

上
必
要
だ
っ
た
胸
か
ら
骨
盤
ま
で
の
撮
影
が
20
秒
前
後
と
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。画
像
の
解
像
度
、ス
ラ
イ
ス
厚
が
よ
り
細
か
く
な
り
0.5
mm
ま

で
の
撮
影
や
高
解
像
撮
影
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
を
解
析
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
進
歩
は
著
し
く
、水
平
方

向
ば
か
り
で
な
く
縦
方
向
の
断
層
面
の
画
像
化
や
水
平
方
向
の
画
像

を
数
十
枚
か
ら
数
百
枚
重
ね
て
立
体
的
に
３
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
化
な
ど
様
々

な
画
像
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。造
影
剤
を
用
い
て
検

査
す
れ
ば
写
真
の
よ
う
に
血
管
だ
け
を
抽
出
し
て
画
像
に
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。そ
の
他
に
さ
く
ら
病
院
で
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
脳
血
流

解
析
ソ
フ
ト
、腹
部
内
臓
脂
肪
測
定
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。脳
血

流
検
査
で
は
造
影
剤
を
用
い
て
脳
血
流
量
を
解
析
し
脳
梗
塞
を
起
こ

し
そ
う
な
部
位
を
予
測
し
ま
す
。腹
部
内
臓
脂
肪
測
定
検
査
は
お
な

か
の
へ
そ
の
部
位
の
１
枚
の
Ｃ
Ｔ
画
像
か
ら
皮
下
脂
肪
に
対
す
る
内

臓
脂
肪
の
割
合
を
解
析
し
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
か
否
か
を
判
別
し

ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
が
知
り
た
い
方
は
御
気
軽
に
診
療
放
射
線
技
師
に
質

問
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

Ｔ

装

置

〜
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
画
像
診
断
装
置
〜

更
新
し
ま
し
た
。



５月１２日、さくらユニットでは、植物園に行くイベントがありました(#^.^#)

15分ほどかけて車で移動し、植物園に着くと、きれいな緑が広がっていました。

奥に進むにつれて、きれいな花たちが迎えてくれ、

温室では、おおきなサボテンや、小さな池には、亀が出迎えてくれました。

その中で、お茶を飲み、お菓子を食べながらみんなで話をしました。

そして、きれいな花と一緒に、いろんな場所で写真撮影をして楽しみました。

ちょっと、日差しが強かったですが、ご家族や患者さまから、

「楽しかったね」「気持ちよかったね」と笑顔で言ってもらえたのがなによりです。

「ビールを飲みたい気分やね」とも話され、花を見ながらのビールも、

また、よかったのかもしれませんね。

みんなで楽しいひと時がもてたことが、とても思い出に残ってます(^_^)/

外
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・
消
化
器
内
科
・
麻
酔
科
・
ス
ポ
ー
ツ
外
来

に
し
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
開
放
型
病
院
登
録
医
療
機
関
ご
紹
介
●

　

皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。２
０
１
０
年

４
月
１
日
に
、城
南
区
別
府
で
開
業
し

ま
し
た
西
野
と
申
し
ま
す
。
40
年
以
上
、

地
域
の
小
児
科
医
療
に
貢
献
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
宮
脇
小
児
科
医
院
閉
院
後
、

そ
の
診
療
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
開

業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
院
は
、無
床
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す

の
で
、急
に
入
院
が
必
要
に
な
っ
た
患

者
様
や
、詳
し
い
検
査
や
治
療
が
必
要

な
患
者
様
を
快
く
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、江
頭
院
長
先
生
は
じ
め
、さ
く

ら
病
院
の
皆
様
に
は
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
は
、地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
し

て
、住
民
の
方
々
に
気
軽
に
体
の
こ
と

を
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
目
指
し
開
業
い
た
し
ま
し

た
。風
邪
や
腹
痛
、首
・
肩
・
腰
・
膝
の
痛
み
、

切
り
傷
、捻
挫
・
骨
折
な
ど
一
般
的
な
疾

患
は
広
く
診
療
い
た
し
ま
す
。　

検
診

や
予
防
接
種
、往
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
診
療
し
た
上
で
、更
に
精
密

な
検
査
や
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、患

者
様
と
相
談
の
上
、さ
く
ら
病
院
を
は

じ
め
各
医
療
機
関
と
連
携
を
と
り
患
者

様
に
と
っ
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、高
校
・
大
学
・
社
会
人
と
ラ

グ
ビ
ー
を
や
っ
て
い
た
た
め
、ス
ポ
ー
ツ

を
が
ん
ば
っ
て
い
る
方
の
怪
我
の
予
防

や
治
療
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。開
業
し
て
日
が
浅
く
、今
後
も
さ
く

ら
病
院
の
皆
様
に
、色
々
と
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福岡市城南区別府4－1－25
（あさひ幼稚園の向かい。宮脇小児科医院あと。）

TEL 092-834-5898
http://www.nisｈino-c.com

〒814－0104

新任のごあいさつ

　2010年4月より、さくら病院
に勤めさせていただいています
大門裕貴（オオカドユウキ）です。
2009年の4月に福岡大学筑紫
病院消化器科に入局したばかり
の医師4年目の若輩者です。去年
１年間は筑紫病院の消化器科と
して勤務しており、消化器以外

の疾患を見る機会が少なく、今年4月より脳卒中や肺炎
や心筋梗塞など消化器科以外のあらゆる全身疾患を、勉
強しながら経験させていただき日々新しい発見の中、楽
しく仕事をしております。去年1年間と比べると持ち入
院患者数も２～３倍にふえ、検査・外来・訪問診療と並行
して急性期の病棟業務を行い、バタバタしていますが毎
日が楽しく充実した日々を送っております。
　入院中の患者さんには、僕の名前大門はオオカドには
読めないらしく、ダイモン先生と呼ばれています。とく
におばあちゃんに人気です。忙しい中にも患者さんとの
ふれあいを第一に考えながら診療しております。
　まだまだ未熟者と言うにもおこがましいほどの未熟
者ですが、さくら病院の医療向上につながるよう誠心誠
意、全力で頑張っていきたいと思いますのでどうぞよろ
しくお願いします。

　4月よりさくら病院にやっ
てまいりました、宮崎正史と
申します。よろしくお願い致
します。九州大学病態機能内
科学に所属しており、内科、
特に胃腸科を専門としてい
ます。
� 日本では、胃癌になる人が

他の国に比べ非常に多いのですが、最近は早期に
発見される人が増え、胃癌で亡くなる人は徐々に
減っています。これは胃のバリウムでの検査や内
視鏡による検査を受けられる方が多くなったため
と考えられています。
� 一方大腸の場合は、大腸癌になる人が年々増え
てきており、大腸癌で亡くなる方も増加しています。
大腸癌の場合、大腸のバリウムの検査、内視鏡の検
査を受ける方がまだまだ少ないため、進行癌で見
つかっている方が多いためではないかと言われて
います。
� さくら病院では私は、検査も行わせていただい
ています。通常の診療に加え、胃腸の病気で亡くな
る方が１人でも少なくなるよう、予防事業にも貢
献できたらと考えています。

　６月１日より、さくら病院に
お世話になっております。専門
はリハビリテーション医学と整
形外科です。昭和４５年、鹿児
島大学卒業後、九州大学整形
外科入局し、昭和４９年より平
成２０年３月まで福岡大学病
院に勤務いたしました。この間

に福岡市医師会理事会で江頭啓介先生と御一緒させ
ていただいたことがあります。さくら病院は内科系疾
患を中心とした病院ですが骨関節疾患（腰痛や膝痛
など）を合併した方や、廃用性疾患でリハビリを必要
とされる患者さんが多くみられます。主治医やリハビ
リスタッフと連絡をとりながら自分の専門知識をい
かして少しでもお役にたてればと願っています。よろ
しくお願いいたします。
　趣味は野球、ゴルフ、山登り、ウォーキング、野菜作
りと体を動かすことばかりです。芸術的なことや脳
を使う趣味も始めねばと思っています。

　６月１日よりお世話になって
いる知念と申します。沖縄県出
身ですが福岡市に住んで20年
以上になります。以前の勤務地
が福岡県筑後地区で単身赴任
でしたので、さくら病院に勤務
でき家族も喜んでいます。専
門は一応消化器内科ですが内

科一般も担当しています。
　また当院は日本消化器内視鏡学会指導施設であり、
専門医を取得したいと思っていますのでご指導よろ
しくお願いします。趣味は学生時代と卒後しばらくは
弓道をしていましたが、現在はドライブやウォーキン
グにて四季折々の草花を見る程度です。さくら病院は
内科救急医療から慢性期疾患・リハビリテーション・
緩和ケア・在宅医療まで、連続性のある幅の広い医療
を展開していますので、研鑽を積み重ね地域の皆様
方のお役に立てるよう頑張りたいと思います。よろし
くお願いします。

新任のごあいさつ

岩　 　 雄

大 門 裕 貴 宮 崎 正 史宮 崎 正 史

知 念 正 明知 念 正 明

院外イベント院外イベント
５月１２日、さくらユニットでは、植物園に行くイベントがありました(#^.^#)

15分ほどかけて車で移動し、植物園に着くと、きれいな緑が広がっていました。

奥に進むにつれて、きれいな花たちが迎えてくれ、

温室では、おおきなサボテンや、小さな池には、亀が出迎えてくれました。

その中で、お茶を飲み、お菓子を食べながらみんなで話をしました。

そして、きれいな花と一緒に、いろんな場所で写真撮影をして楽しみました。

ちょっと、日差しが強かったですが、ご家族や患者さまから、

「楽しかったね」「気持ちよかったね」と笑顔で言ってもらえたのがなによりです。

「ビールを飲みたい気分やね」とも話され、花を見ながらのビールも、

また、よかったのかもしれませんね。

みんなで楽しいひと時がもてたことが、とても思い出に残ってます(^_^)/

気持ちがいい

ですね（^。̂)

バラが咲いて
ました～
(#^.^#)

外で飲むお茶も
おいしいね☆

さくらユニット

院長 西野　雅博 先生
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 さくらだより さくらだよりご自由にお持ち帰りください

日本医療機能評価機構認定

さくら病院の理念

愛の心と確かな医療技術を以って社会に奉仕する。Vol.36Vol.36
地域の病院・診療所と連携をとるために医療連携室を設けております。
患者様の病気や症状に応じ、“診療所と病院”、“病院と病院”、“病院・診療所と特定機能病院”が
連携を密にし、患者様へ適切な治療を行えるよう、検査・入院体制を整備しています。

「医療連携室」「医療相談室」のご案内

■さくら病院では、セカンドオピニオンのご相談にも
　応じています。まずは、お電話でお問合わせください。

病診・病病連携のご案内【　　　　　　　　　　　】

〒814-0142　福岡市城南区片江4丁目16-15
TEL092-864-1212　FAX092-865-4570
ホームページ：http://www.sakurahp.or.jp/(７月５日ホームページを更新いたしました)

外  来  診  察  表

さくら病院では「医療連携室」と「医療相談室」を２つの柱として相談窓口業務を行っています。
どうぞお気軽にご相談ください。

在宅医療介護センターさくら
医療法人社団　江頭会　さくら病院 社会福祉法人　桜花会

特別養護老人ホーム

高齢者安心ハウス

ライフケアしかた
社会福祉法人　桜花会

ライフケア大手門 あっとほーむ片江桜花会

2010年 8月

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

大門
内科／胃腸科

知念
内科／胃腸科

秋満
内科／循環器

村上
内科／心療内科

村上
内科／心療内科

王寺
内科／胃腸科

秋満
内科/循環器

秋満
内科/循環器

宮崎
内科／胃腸科

西本
内科／胃腸科

西本
内科／胃腸科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

石津
内科／血液・腫瘍

佐々木(靖)
循環器（隔週）

安部
脳神経外科

王寺
内科／胃腸科

辰島
内科／心療内科

王寺
内科／胃腸科

井上
神経内科外来

秋満
循環器外来

馬場
神経内科外来

石津
血液・腫瘍外来

佐々木(靖)
循環器外来

渡辺
呼吸器内科外来

岡崎
放射線科外来

楠原
肝臓外来

早田
肝臓外来

安部
脳神経外科

楠原
内科／消化器科（肝臓）

井手
内科／糖尿病外科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（芳）
総合診療科／脳卒中・胃腸科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

知念
内科／胃腸科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

江頭（啓）
総合診療科／東洋医学科

第１
診察室
第２
診察室
第３
診察室
第１
診察室
第２
診察室
第３
診察室
第５
診察室

福
大
病
院

福
岡
大
学

至六本松

島廻橋福大大地通り

福
大
病
院
東
口

南片江

堤

福大前

至油山

地下鉄七隈線至西新

福
大
前
駅

七
隈
駅

梅林駅
野芥

梅林

国
道
2
6
3
号
線

外環状線
至橋本

至三瀬

福
大
前

城南市民センター
片江
小学校
片江
小学校

観
光
道
路

福大トンネル福大トンネル

さくら病院
南
片
江

フタバ図書フタバ図書
野芥IC 堤IC

さくら
病院

フタバ
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薬局

Ｐ

セブンイレブン

西片江1丁目
バス停

■地下鉄七隈線
（福大前下車、1番出口より徒歩10分）
■バス（西鉄バス西片江1丁目バス停下車）
　西鉄バス系統番号
　（天神方面より）　12,13,14,61,114,140番
　（西新・飯倉方面より）　95番
　（博多駅方面より）　12,13,16,18,64,114,140番
　（桧原・片江方面より）　６，12,13,14,16,18,61
　　　　　　　　　　64,95番

■車（病院裏手に専用駐車場があります。）
　天神より約30分・堤ICより約５分

病院までの交通アクセス　

平
成
と
い
う
時
代
が
訪
れ
て
22
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。さ
く
ら
病
院
は
以
前「
江
頭
病
院
」と
呼
ば
れ

て
お
り
、昭
和
時
代
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
30
年
近
く
の

間
、雨
風
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
時
代
の
波
を
乗
り
越

え
凛
と
し
た
姿
で
地
域
に
大
き
な
根
を
広
げ
て
い
ま
す
。

又
、同
時
に
沢
山
の
患
者
様
や
ご
家
族
、私
た
ち
職
員
の

人
生
を
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
モ
ダ
ン

な
造
り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
老
朽
化
か
ら
建
て
替
え
さ
れ

る
病
院
も
増
え
て
き
て
お
り
、建
物
の
構
造
面
・
利
便
性

の
点
で
ご
不
自
由
を
お
か
け
致
し
て
お
り
ま
す
が
、看

護
対
応
の
面
で
カ
バ
ー
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

外
来
で
は
様
々
な
健
康
診
断
を
致
し
て
お
り
ま
す
が
、

通
常
の
外
来
業
務
と
並
行
し
て
健
康
診
断
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で「
体
制
が
な
っ
て
い
な
い
。」と
の
叱
責

を
頂
戴
す
る
こ
と
も
有
り
、ご
指
摘
事
項
の
改
善
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

　

反
面「
こ
こ
の
看
護
師
さ
ん
は
親
切
だ
か
ら
、職
場
の

人
に
健
康
診
断
は
さ
く
ら
病
院
で
受
け
る
よ
う
に
言
っ

と
い
た
よ
。」と
仲
間
を
連
れ
て
来
て
下
さ
っ
た
方
も
い

ま
す
。さ
く
ら
病
院
を「
こ
こ
は
ま
る
で
京
都
の
よ
う
だ
。」

と
言
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。外
見
は
古
い
け
れ
ど
、中
身

は
綺
麗
に
整
え
て
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。長
年
通
っ

て
来
て
下
さ
る
患
者
様
の
温
か
い
声
が
私
た
ち
職
員
を

支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
の
心

強
い
味
方
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、一
期
一
会
の
精
神
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
誇
り
を
持
っ
て
病
院
の
歴
史
を
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

早田
内科消化器科（肝臓）

田中
内科/胃腸科

「医療連携室」
　患者様へ適切な医療の提供が行えるよう、地域の診療所や病院、
　在宅サービス事業所等との連携に努めています。
「医療相談室」
　退院後の生活に対する不安、福祉や介護サービスについて、経済的な問題、
　入院相談等についての相談を承っています。お気軽にお声をおかけ下さい。
医療連携・相談室　TEL　092-864-1212　FAX　092-865-4570
担当者　　医療連携室長　楠原　浩之　
　　　　　室長　　　　　南里　幸嗣
　　　　　医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ　小川　美和
　　　　　　　　　　　　松山　章子

相談受付　
　平　日　午前9:00～午後5:00
　土曜日　午前9:00～午後12:30

外来師長

中野　真弓

1内科   092-872-5611
2内科   092-872-5612
3内科   092-872-5613ユニット   092-872-5615

E-mail:info@sakurahp.or.jp 事務所  092-801-7386

直通TEL

西片江1丁目西片江1丁目
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